
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

４月６日、各地でとりくまれた６・９行動で「ひまわり募金」活動が始まっています。 

 
 

日本原水協と協力して活動するリトアニア側のコーディネーター、ゲディミナス・リム

デイカさん（トラカイ・ロータリークラブ元会長）から届いた報告を紹介します。 
 

 

友人のみなさんこんにちは。 

皆さんからいただいた「ひまわり募金」で、私たち

はプロジェクトの第 2 段階を開始しました。上写真

にあるように、ルーディシュケス（トラカイの南約

15 km にある都市）とレントヴァリス（トラカイの

東 9km、リトアニア東部にある町）に住むことにな

った学齢期の子どもたちにタブレット端末を寄贈し

ました。 

みなさんからの希望に応えて、ステッカーの図案

は新しいものに変更しました（日本原水協のシンボ

ルマーク「わか葉」と折り鶴、トラカイロータリーク

ラブの各ロゴ、「ウクライナに栄光あれ」の文言）。 

ひ ま わ り 募 金 推進ニュース 
２０２２年 
６月１日 

ウクライナ市民と 
子どもたちのための 
緊急人道支援募金 

プロジェクト第２弾 
開始 感謝の声とどく 



 

上写真に写っているのはロータリークラブの代表とデニス君です。デニス君はすでにリ

トアニア語を話せるようになり、現在英語も学習中です。 

 

上写真はサプライズでヴァレリアさんとソフィアさんがみなさんのために描いた絵です。 

子どもたちは、タブレットやコンピュータを使う機会を与えてくださったみなさんにと

ても感謝しています。 

ルーディシュケスには 27 家族、28 人の子

どもたちが住んでいます。 

私たちはまた、これらの家族のために衛生用

品も購入しました。 

いくつかの家族は、彼らの困難な運命を記す

ことを約束しましたので、近いうちに送ります。 

引き続き募金へのご協力をお願いします。 


